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札幌圏都市計画地区計画の 決定（ 札幌市決定）  【 決 定 番 号 ( 緩 ) 第 2号 】  

       決 定  平 成 19年 8月 2 2日 （ 告 示 第 11 70号 ）  

都市計画 大通交流拠点地区地区計画を 次の よ う に 決定す る 。  

        

１ 地区計画の方針  
 

名   称 大通交流拠点地区地区計画 

位   置 札幌市中央区北１ 条西３ 丁目、 大通西３ 丁目、 大通西４ 丁目の 各一部 

区   域  計画図表示の と お り  

面   積  ２ ． ７  ha 

地区計画の 目標 当地区は、「 札幌市都心ま ち づ く り 計画」 に お い て「 に ぎ わい の 軸（ 駅前通）」 と 「 は

ぐ く みの 軸（ 大通）」 の 交点と し て 「 大通交流拠点」 に 位置づ け ら れて い る 。  

当地区で は、 関係権利者に よ る 検討会が設立さ れ、 人びと の 多様な交流を 支援する と

と も に 、 都心内で の 中心性を 象徴的に 表現する 場の 形成を 基本理念と する「 大通交流拠

点ま ち づ く り ガ イ ド ラ イ ン 」 が策定さ れた 。 本計画で は、 同ガ イ ド ラ イ ン を 具現化すべ

く 、①都心の 中心と し て 人々の 意識の 中に 印象づ け ら れる 特徴的な空間と 多様な活動を

支え る 拠点の 形成、 ②明快で 特徴的な景観軸で あ る と と も に 、 ま ち 歩き を 楽し む メ イ ン

ス ト リ ー ト で あ る「 に ぎ わい の 軸」 形成の 先導、 及び③最も 魅力的なオ ー プ ン ス ペ ー ス

で あ る 大通の 価値を 活か し た 「 はぐ く みの 軸」 形成の 先導、 を 目標と する 。  
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土地利用
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人々の 多様な交流を 支援する と と も に 都心の 中心性を 象徴的に 表現する「 サ ッ ポ ロ 広

場」 と し て 、 土地利用の 方針を 以下の よ う に 定め る 。  

１ 札幌駅前通に 面する 建物の 低層階に は、 に ぎ わい を 創出する た め 、 店舗、 飲食店、

そ の 他の 歩行者が気軽に 利用する こ と がで き る 機能を 配置する 。  

２ 都心の 交流拠点に ふ さ わし い 機能の 集積を 図る た め 、 風俗系施設、 住居系施設等の

立地を 抑制する 。  

３ 地下部に お い て は、 都市計画道路「 仮称札幌駅前通公共地下歩道」 及び地下鉄大通

駅と 沿道建物空間と が一体と なっ た 広場空間を 形成する 。  

４ 安全で 快適なゆと り あ る 歩行者空間の 創出を 促進する と と も に 、車両出入口の 集約

化など に よ り 、 都心交通の 円滑な処理を 図る 。  

５ 地上部に お い て は、 都市計画道路「 札幌駅前通」 と 都市計画道路「 大通」 の 交差部

に 面し て 、「 サ ッ ポ ロ 広場」 に ふ さ わ し い ゆと り と に ぎ わい の 形成に 資する 空間を 創

出する 。  

６  敷地内の都市計画道路「 仮称札幌駅前通公共地下歩道」 に ついて は、 建築物と の一体

的な整備を 図る ため、 立体道路制度を 活用する 。  
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建築物等

の 整備の

方針 

地区計画の 目標及び土地利用の 方針に 基づ き 、に ぎ わい の あ る 都心空間の 創出と 魅力

あ る 都市景観を 形成する よ う 、 建築物等の 整備の 方針を 以下の よ う に 定め る 。  

１  地区に ふ さ わし く ない 機能立地の 抑制を 図る た め 、「 建築物の 用途の 制限」 を 定め

る 。  

２  地区に ふ さ わし い 機能集積と 空間形成を 図る た め 、「 建築物の 容積率の 最高限度」

を 定め る 。  

３ 高度利用を 図る た め 、「 建築物の 容積率の 最低限度」 を 定め る 。  

４  敷地の 狭小化を 抑制し 、 土地の 合理的か つ 健全な高度利用を 図る た め 、「 建築物の

敷地面積の 最低限度」、「 建築物の 建ぺ い 率の 最高限度」 及び「 建築物の 建築面積の 最

低限度」 を 定め る 。  

５  安全で 快適な歩行・ 滞留空間の 創出と 良好な景観形成を 図る た め 、「 建築物の 壁面

の 位置の 制限」 及び「 壁面後退区域に お け る 工作物の 設置の 制限」 を 定め る 。  

６  札幌駅前通、 大通及び 中通り 沿い の 良好な景観形成を 図る た め 、「 建築物の 高さ の

最高限度」 を 定め る 。 ま た 、 壁面を 隣地境界線と 接し て 設け る こ と など に よ っ て 良好

な街並みを 誘導する た め に 、 道路斜線制限及び隣地斜線制限を 緩和する 。  

７  札幌駅前通及び 大通沿道の 良好な景観を 創出する た め 、「 建築物等の 形態又は意匠

の 制限」 を 定め る 。  
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２ 地区整備計画 

名  称 大通交流拠点地区地区計画 

区  域 計画図 1 表示のと おり  

面  積 ０ ． ６  ha 

名 称 大通交流拠点( 北街区) 地区 地区 

の 

区分 面 積 ０ ． ６  ha 

建築物の用途の

制限 

次の各号に 掲げる 建築物は、 建築し て はなら ない。  

( 1)  住宅( 兼用住宅を 含む。 )  

( 2)  共同住宅、 寄宿舎又は下宿 

( 3)  病院 

( 4)  老人ホーム、 身体障害者福祉ホームそ の他こ れら に類する も の 

( 5)  マ ージャ ン 屋、 ぱち んこ 屋、 射的場、 勝馬投票券発売所、 場外車券売場そ の他こ れら に類する も の 

( 6)  キャ バレ ー、 料理店、 ナイ ト ク ラ ブ 、 ダ ン ス ホールそ の他こ れら に類する も の 

( 7)  個室付浴場業に係る 公衆浴場又は建築基準法施行令第 130 条の 9 の 2 に定める も の 

建築物の容積率

の最高限度 

１ 次の各号のいずれにも 該当し 、大通公園周辺の良好な環境の維持に 支障がないと 市長が認める 建築物の

容積率の最高限度は 10 分の 105 と する 。  

( 1) 建築物の 1 階で、 都市計画道路「 札幌駅前通」 に面する 部分の主たる 用途を 別表１ に 掲げる 用途に供

する も の又は当該道路に 面する 部分の構造及び意匠が通り のにぎわいの演出に 配慮さ れて いる 別表 2 に

掲げる 用途に供する も の 

( 2) 別表３ に 掲げる 用途に供する 部分の床面積の合計の延べ面積に対する 割合が 3 分の 2 以上である も の 

( 3) 建築物の地階を 都市計画道路「 仮称札幌駅前通公共地下歩道」 と 間口の３ 分の２ 以上の延長で接続し 、

かつ 、面する 部分の主た る 用途を 別表１ に 掲げる 用途に供する も の又は当該道路に 面する 部分の構造及び

意匠が通り のにぎわいの演出に配慮さ れている 別表 2 に掲げる 用途に 供する も の 

( 4) そ の敷地に隣接し た 公共的広場空間を 建築物の建築と 同時に 整備する と と も に 、 敷地内に 都市計画道

路「 仮称札幌駅前通公共地下歩道」 の出入口を 設ける こ と によ り 、「 サッ ポロ 広場」 の形成に 寄与する も

の 

２ 前項に 該当し ない建築物の容積率の最高限度は 10 分の 80 と する 。  

建築物の容積率

の最低限度 １ ０ 分の３ ０  
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建築物の建ぺい

率の最高限度 １ ０ 分の８  



 4 

建築物の敷地面

積の最低限度 500 ㎡  

建築物の建築面

積の最低限度 
400 ㎡ 

建築物の壁面の

位置の制限 

1 道路境界線から 建築物の外壁又はこ れに代わる 柱( 以下、「 外壁等」 と いう 。 )の面ま での距離の最低限度

は、 次表左欄の区分に 応じ て、 そ れぞれ右欄に掲げる 数値と する 。  

道路名 外壁等の面ま での距離の最低限度 

都市計画道路「 札幌駅前通」  ２ ｍ 

都市計画道路「 大通」  ３ ｍ 

2 前項の規定は次の各号のいずれかに該当する 建築物又は建築物の部分に ついて は適用し ない。  

( 1)   敷地に接する 歩道の地盤面から の高さ が 4. 0ｍを 超える 建築物の部分 

( 2)   歩廊の柱そ の他こ れに類する も の 

( 3)   都市計画道路「 仮称札幌駅前通公共地下歩道」 に昇降する た めの階段室、 昇降機の昇降路（ 当該昇降

機の昇降のた めの乗降ロ ビ ーの部分を 含む。） そ の他こ れら に 類する も ののう ち 、 市長が必要と 認め

た も の 

( 4)   壁面後退区域の面積と 同等以上の面積の広場等を 前面道路に 接し て設ける も の 

 

壁面後退区域内

の工作物の設置

の制限 

工作物を 設けてはなら ない。ただし 、壁面の位置の制限の規定によ り 同制限を 適用し ない建築物又は建築

物の部分に ついて はこ の限り ではない。  

建築物等の高さ

の最高限度 

60ｍと する 。  

た だ し 、 都市計画道路「 札幌駅前通」 の道路境界線（ 隅切部分を 除く 。 以下同じ 。） から 外壁等の面ま で

の距離が 10ｍを 超え 、 かつ 、 都市計画道路「 大通」 の道路境界線から 外壁等の面ま での距離が 12ｍを 超え

る 部分にあっ ては 100ｍと する 。  
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建築物の形態又

は意匠の制限 

1 札幌市都市景観条例に 基づく 「 札幌駅前通北街区都市景観形成地区」 及び「 大通景観形成地区」 区域内

は、 都市景観形成基準に基づき 、 建築物の屋根、 外壁そ の他戸外から 望見さ れる 部分及び屋外広告物の色

彩又は装飾について配慮する も のと する 。  

2 建築物の屋上に 設ける 目隠し 等の工作物で高さ が 10ｍを 超える も のは設置し て はなら ない。  

都市計画施設で

ある 道路の区域

のう ち 建築物等

の敷地と し て 併

せて 利用すべき

区域( 重複利用

区域)  

都市計画道路「 仮称札幌駅前通公共地下歩道」 区域のう ち 計画図 2 表示のと おり  
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建築物そ の他の

工作物の新築、

改築又は増築の

限界 

建築物又は建築物の部分は、 計画図 3、 計画図 4 に示す建築物そ の他の工作物の新築、 改築又は増築の限

界を 超えて 建築し てはなら ない。  

備  考 用語の定義及び算定方法に ついて は、 建築基準法及び同法施行令の例によ る 。  

理由： 都心中心部の骨格軸や交流拠点の形成を 図り 、 都心の魅力を 高める ため、 地区計画を 決定する も のである 。  
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別 表 1 

 

1 飲食店 

2 百貨店、 マ ーケ ッ ト そ の他の物品販売業を 営む店舗 

3 理髪店、 美容院、 ク リ ーニ ン グ取次店そ の他こ れら に 類する サービ ス 業を 営む店舗 

4 展示場 

 

 

別 表 2 

 

 

 

 

1 銀行、 損害保険代理店そ の他こ れら に 類する サービ ス 業を 営む店舗 

2 学習塾、 華道教室、 囲碁教室そ の他こ れら に類する も の 

3 診療所 

4 劇場、 映画館、 演芸場又は観覧場 

5 保育所 

6 ホテ ル又は旅館 

7 公衆浴場（ 個室付浴場業に 係る 公衆浴場を 除く 。）  

8 ボーリ ン グ 場、 ス ケート 場、 水泳場又はス ポーツ の練習場 

9 映画ス タ ジオ 又はテ レ ビ ス タ ジオ  

10 郵便局、 警察署、 消防署そ の他公益上必要なも の 

11 そ の他市長が周辺の土地利用等を 勘案し て支障がないと 認める も の 

 

 

別 表 3 

 

1 事務所、店舗、 飲食店そ の他こ れら に類する も の（ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する 法律(昭和

23 年法律 122 号)第 2 条第 1 項、 第 6 項又は第 9 項に 掲げる 営業の用に 供する も のを 除く 。）  

2 郵便局、 警察署、 消防署そ の他公益上必要なも の 

3 展示場 

4 劇場、 映画館、 演芸場又は観覧場 

5 保育所 

6 公会堂又は集会場 

7 ホテ ル又は旅館 

8 学校、 図書館、 博物館、 美術館そ の他こ れら に類する も の 

9 公衆浴場（ 個室付浴場業に 係る 公衆浴場を 除く 。）  

10 ボーリ ン グ場、 ス ケート 場、 水泳場又はス ポーツ の練習場 

11 診療所 

12 映画ス タ ジオ 又はテ レ ビ ス タ ジオ  

13 自動車車庫 

14 そ の他市長が必要と 認めたも の 

15 前各号の建築物に 附属する も の 

 

 


